
本県関係の答申物件概要 

 

【天然記念物】 

勝山恐竜化石群及び産地  
 

・所 在 地   （恐竜化石）福井県勝山市村岡町寺尾５１－１１ 

         （調 査 地）福井県勝山市北谷町杉山１４字滝ヶ平 

３－２の一部 他 

・所 有 者   （恐竜化石）福井県 

        （調 査 地）勝山市 

・指定員数    ・フクイラプトル＜４４点＞・フクイサウルス＜１６点＞ 

・フクイティタン＜２０点＞・コシサウルス＜５点＞ 

・フクイベナートル＜１５４点＞ 

・指定面積    ４，５５７．８３㎡ 

・概 要  

    日本産の恐竜化石は、これまでに北海道、岩手県、岐阜県、兵庫県、長

崎県など１７道県で発見されている。福井県では、勝山市北谷地区で恐

竜化石発見を目標に、昭和６３年に予備調査を、平成元年から発掘調査

を実施してきた。第１～３次調査（第１次－平成元～５年度、第２次－

平成７～１１年度、第３次－平成１９～２３年度）により、我が国で最

初に命名された肉食恐竜、フクイラプトルをはじめ、フクイベナートル

（小型肉食恐竜）や三種類の草食恐竜（フクイサウルス、コシサウルス、

フクイティタン）の恐竜化石が発見され、その他にワニ類、カメ類、魚

類などの骨化石も多数発掘されている。これまでの北谷地区の発掘調査

の結果、我が国の恐竜産地として最多種の恐竜が産出し、恐竜時代の古

環境が最も明らかにされている地域であることが判明している。また、

勝山市北谷産の恐竜化石は、恐竜研究の記念碑的に位置づけられるもの

であり、我が国を代表する恐竜の自然史遺産として学術的価値が高く、

永く後世に遺し伝えていくものである。 

 


